
【議題２】 災害時等の情報連絡手段の変更について 
 
１．【経緯】 

平成 27年 3月 12日付け 26東四保第 1785号「宇摩圏域災害医療対策会議委員へのタブ

レット型端末整備に係る貸借契約について」により、同日付けで貸借契約締結し、タブレ

ット型端末を県から委員へ無償貸与。 

 

タブレット端末の活用イメージ（配備時想定） 

・道路、医療機関など被災地の被災状況 

・避難所・救護所における医療ニーズ 

・医師会、薬剤師会など関係機関の状況 等 

を迅速・的確に収集・把握し、関係機関で共有 

 

（タブレット型端末情報） 

・機   種 ：iPadAir（第 1 世代）（Wi-Fi モデル） 

・モデル番号 ：MD786J/A 

・メモリ容量 ：１GB 

・ストレージ ：32GB 

・  CPU   ：A7（コア数：２） 

・ソフトウェア：iOS12.5.7 （公開日 2023 年 1 月 23 日）⇒以降更新サポート終了 

 

２．【配備済みタブレット型端末の問題点】 

・iOSのサポートが終了 

・NTTWeb会議システム「MeetingPlaza」の契約終了 

・Wi-Fiモデルのため、通信環境確保が必要 

・相対的な端末スペックの低下（タブレット端末の減価償却年数：4年） 

 

３．【今後の方針について】 

・上記理由によりタブレット型端末の貸借契約を終了。 

・新しい災害時情報通信手段として Logoチャットを導入。 

・Logoチャット導入費用（１アカウント 300円（税別）/月）は県が負担。 

・各委員及びオブザーバーの方のスマートフォンにアプリをダウンロードして利用。 

・パソコンでの同時利用も可能。通話も可能。 

・今後は、災害時の情報通信手段として利用をお願いしたい。 

・下表の通り各グループを作成し、今後情報発信を行います。 

グループ名 グループメンバー 

① 宇摩圏域災害医療対策会議 

 

宇摩圏域災害医療対策会議委員及びオブ

ザーバー＋県職員 

② 回復期検討会（宇摩圏域災害医療

対策会議） 

宇摩圏域災害医療対策会議回復期検討会

＋県職員 

③ （全て）宇摩圏域災害医療対策会

議＋回復期検討会 

宇摩圏域災害医療対策会議委員及びオブ

ザーバー＋回復期検討会+県職員 

・「ノート」に宇摩圏域災害医療対策会議のマニュアルを保存しておりますので、適宜ご

利用ください。「ノート」はトーク画面の右上のメニューバーを開くとあります。 

資料２ 

迅速かつ円滑な医療

救護活動を展開 

 


